
令
和
7
年

春
季
俳
句
講
座

「第
一
句
集
を
読
む―

師
系
を
超
え
て
（
８
）」

第
1
回

山
西

雅
子

『洗

禮
』
古
賀
ま
り
子

「い
の
ち
と
愛
」

『洗
禮
』は
「清
瀬
」「運
河
の
ほ
と
り
」の
二
部
構
成
で
あ
る
。

重
症
の
結
核
に
よ
る
長
い
病
臥
か
ら
生
ま
れ
た
句
、
奇
跡

的
に
社
会
復
帰
で
き
た
後
の
熱
い
思
い
か
ら
生
ま
れ
た
句

を
時
系
列
に
従
っ
て
読
む
。主

催

公
益
社
団
法
人

俳
人
協
会



山
西
雅
子

略
歴

昭
和
三
十
五
年

大
阪
府
生
ま
れ

平
成
元
年

岡
井
省
二
に
師
事
。
俳
句
を
は
じ
め
る

平
成
二
年

「晨
」入
会

平
成
三
年

「晨
」退
会
、
「槐
」創
刊
に
と
も
な
い
、
同
人

平
成
四
年

第
一
回
「槐
」賞
受
賞

平
成
九
年

『夏
越
』（花
神
社
）

平
成
十
三
年

岡
井
省
二
死
去
に
と
も
な
い
「槐
」退
会

平
成
二
十
年

「星
の
木
」創
刊
、
同
人

平
成
二
十
一
年

『沙
鷗
』（ふ
ら
ん
す
堂
）

平
成
二
十
二
年

「舞
」創
刊
、
主
宰

令
和
五
年

『雨
滴
』（角
川
書
店
／
第
12
回
星
野
立
子
賞
）

「舞
」主
宰

「星
の
木
」同
人

俳
人
協
会
評
議
員

日
本
文
藝
家
協
会
会
員

「婦
人
之
友
」生
活
句
集
欄
選
者

著
書

『俳
句
で
楽
し
く
文
語
文
法
』
（
角
川
選
書
）
『
花
の
一
句
』

（
ふ
ら
ん
す
堂
）
『
俳
句
づ
く
り
に
役
立
つ
！

旧
か
な
入
門
』

（Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
）な
ど
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資
料
１

古
賀
ま
り
子

略
歴

大
正
十
三
（一
九
二
四
）年
四
月
九
日
、
神
奈
川
県
横
浜
市
磯
子

に
生
ま
れ
る
。

大
正
十
五
（一
九
二
六
）年

二
歳

小
児
麻
痺
に
か
か
り
右
足
不
自
由
と
な
る
。

昭
和
十
六
（一
九
四
一
）年

十
七
歳

四
月

帝
国
女
子
医
学
薬
学
専
門
学
校
薬
学
科
に
入
学
。

昭
和
十
七
（一
九
四
二
）年

十
八
歳

十
一
月

肺
門
リ
ン
パ
性
結
核
に
て
休
学
。

昭
和
十
八
（一
九
四
三
）年

十
九
歳

四
月

復
学
（通
院
し
つ
つ
勉
学
）。

十
二
月

父
が
戦
死
。
海
軍
軍
属
無
線
局
長
。

昭
和
十
九
（一
九
四
四
）年

二
十
歳

九
月

結
核
性
腹
膜
炎
併
発
。
母
校
の
附
属
病
院
・
稲
毛
額
田

研
究
所
に
入
院
。
「夕
日
ヶ
丘
句
会
」（
回
覧
句
会
）に
投
句
。

昭
和
二
十
（一
九
四
五
）年

二
十
一
歳

九
月

退
学

十
月

馬
酔
木
研
究
会
に
入
会
、
水
原
秋
桜
子
の
添
削
指
導
を

受
け
る
。

昭
和
二
十
一
（一
九
四
六
）年

二
十
二
歳

2



「馬
酔
木
」七
月
号
、
初
投
句
初
入
選
。

昭
和
二
十
四
（一
九
四
九
）年

二
十
五
歳

十
一
月

国
立
療
養
所
清
瀬
病
院
に
入
院
。
山
田
文
男
の
指
導

を
受
け
、
多
く
の
句
友
に
出
会
う
。

参
考父

亡
き
あ
と
の
母
へ
、
苦
労
の
み
多
く
か
け
、
何
も
報
い
る
事
な

く
死
ん
で
ゆ
く
身
な
ら
、
せ
め
て
、
生
の
証
し
、
魂
の
訴
え
と
し
て

句
を
遺
し
て
ゆ
き
た
い
。
再
び
癒
え
る
事
を
望
め
な
い
身
な
ら
死

迄
を
、
心
の
ま
ま
に
詠
ん
で
ゆ
き
た
い
。

『洗
禮
』「後
記
」よ
り

昭
和
二
十
七
（一
九
五
二
）年

二
十
八
歳

二
月

病
床
受
洗

日
本
福
音
ル
ー
テ
ル
東
京
池
袋
教
会
員
。

参
考

風
花
や
受
洗
の
朝
の
髪
梳
か
る

『洗
禮
』所
収

十
二
月

馬
酔
木
賞
（後
の
新
人
賞
）受
賞
。

昭
和
二
十
八
（一
九
五
三
）年

二
十
九
歳

十
二
月

胸
部
手
術
・肺
区
域
切
除
を
受
け
奇
跡
的
に
恢
復
。

昭
和
二
十
九
（一
九
五
四
）年

三
十
歳

一
月
号
よ
り
「馬
酔
木
」同
人
。

昭
和
三
十
一
（一
九
五
六
）年

三
十
二
歳

五
月

退
院
。
静
養
し
社
会
復
帰
に
備
え
る
。

十
一
月

病
院
勤
務
を
開
始
。
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昭
和
三
十
九
（一
九
六
四
）年

四
十
歳

五
月

第
一
句
集

『洗
禮
』
刊
行
。

昭
和
五
十
六
（一
九
八
一
）年

五
十
七
歳

七
月

第
四
句
集

『竪
琴
』
刊
行
。
（第
21
回
俳
人
協
会
賞
）

昭
和
五
十
九
（一
九
八
四
）年

六
十
歳

四
月

「馬
酔
木
」退
会
。

五
月

「橡
」創
刊
に
伴
い
同
人
と
し
て
参
加
。

平
成
二
十
六
（二
〇
一
四
）年
二
月
十
四
日
没
、
八
十
九
歳
。

参
考

紅
梅
や
病
臥
に
果
つ
る
二
十
代

『洗
禮
』
所
収
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資
料
２

『洗
禮
』
と
は

昭
和
三
十
九
年
五
月
、
麻
布
書
房
刊

水
原
秋
桜
子
の
「序
」、
藤
田
湘
子
の
「跋
」。

『洗
禮
』
の
構
成
上
の
特
徴

全
四
三
八
句

一
部

「清
瀬
」一
四
四
句
。

結
核
病
臥
中
の
作
。

「緑
蔭
」
昭
和
二
十
五
年
迄

（二
十
四
、
二
十
五
年
の
二
年
間
。
二
句
の
み
二
十
一
年
）

「罌
粟
の
昼
」
同
二
十
六
年

「寒
林
」
同
二
十
七
年

「紅
梅
」
同
二
十
八
年

「晩
涼
」
同
二
十
九
年

「花
い
ち
ご
」
同
三
十
年

「さ
く
ら
散
る
」
同
三
十
一
年

二
部
「運
河
の
ほ
と
り
」二
九
四
句
。
結
核
が
癒
え
た
の
ち
に
病

院
事
務
職
に
就
い
た
日
々
の
作
。

「走
り
梅
雨
」
昭
和
三
十
二
年

「遠
き
辛
夷
」
同
三
十
三
年

「藤
淡
く
」
同
三
十
四
年

「蟻
の
町
」
同
三
十
五
年

「風
花
」
同
三
十
六
年
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「春
疾
風
」
同
三
十
七
年

「春
雪
」
同
三
十
八
年

『洗
禮
』
の
表
現
上
の
特
徴

①
平
明
で
あ
る
。

②
人
間
を
詠
む
、
心
を
詠
む
句
が
極
め
て
多
い
。

6



資
料
３

『洗
禮
』
の
俳
句

一
部

「清
瀬
」

「緑
蔭
」
昭
和
二
十
四
年
・二
十
五
年

二
十
五
・二
十
六
歳

（二
句
の
み
二
十
一
年

二
十
二
歳
）

冒
頭
六
句

街
の
音
と
ほ
く
埠
頭
の
木
々
芽
ぶ
く

虫
籠
を
月
さ
す
方
へ
吊
り
か
へ
て

（二
十
一
年

二
十
二
歳
）

鶏
頭
に
さ
し
来
る
夕
日
消
え
や
す
く

山
茶
花
に
立
ち
て
入
日
を
み
て
居
り
ぬ

（二
十
一
年

二
十
二
歳
）

窓
の
凧
遠
し
病
む
身
の
今
日
も
暮
れ

松
飾
る
病
者
ば
か
り
が
相
寄
り
て

夕
焼
け
ぬ
壁
に
す
が
り
て
立
て
る
身
も

お
ほ
か
た
は
個
室
点
さ
ず
十
三
夜

「罌
粟
の
昼
」
昭
和
二
十
六
年

二
十
七
歳

昼
ふ
か
き
囀
り
や
が
て
夢
と
な
る

血
を
享
け
し
ぬ
く
も
り
罌
粟
の
昼
ふ
か
し

梅
雨
の
夜
を
鳴
る
は
わ
が
吸
ふ
酸
素
の
み

屍
守
る
灯
の
ゆ
ら
ぎ
て
は
花
圃
照
ら
す

柿
紅
し
い
つ
ま
で
病
み
て
母
泣
か
す

冬
夕
焼
老
い
て
短
き
母
の
文
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水
原
秋
桜
子

古
賀
さ
ん
の
病
床
句
に
共
通
な
点
と
し
て
と
り
あ
げ
得
る
も
の

は
、
ど
の
句
に
も
病
床
ら
し
い
暗
さ
が
な
く
、
む
し
ろ
明
る
く
美

し
く
さ
え
あ
っ
て
、
一
読
明
快
で
あ
る
上
に
、
音
誦
は
よ
く
整
い
、

ふ
か
い
心
の
翳
が
流
れ
る
如
く
読
者
の
心
に
浸
み
と
お
っ
て
来
る

こ
と
に
あ
る
。
一
般
に
病
床
で
詠
ま
れ
た
句
は
、
心
の
翳
が
ふ
か

く
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
暗
い
悲
痛
な
印
象
を
あ
た
え
る
も
の

が
多
い
。
と
こ
ろ
が
古
賀
さ
ん
の
場
合
は
、
そ
の
暗
さ
が
少
な
く
、

ほ
の
ぼ
の
と
し
た
明
る
さ
が
添
っ
て
い
る
。
こ
う
い
う
こ
と
は
古

賀
さ
ん
の
生
れ
な
が
ら
に
得
た
性
格
に
基
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
。

『洗
禮
』
「序
」よ
り
。

「寒
林
」
昭
和
二
十
七
年

二
十
八
歳

風
花
や
受
洗
の
朝
の
髪
梳
か
る

主
に
祈
る
花
菜
あ
か
る
き
中
に
臥
し

初
燕
圃
に
ひ
る
が
へ
り
復
活
祭

熱
に
も
ゆ
る
手
を
組
み
祈
る
い
な
び
か
り

祈
り
て
久
し
薔
薇
色
の
雲
寒
林
に

淡
雪
や
附
添
が
湯
へ
誘
ひ
合
ふ

安
静
時
花
圃
な
る
声
は
わ
が
女
医
か

（昭
和
二
十
五
年
）

苺
売
か
な
し
木
蔭
に
子
を
待
た
せ

（同
二
十
六
年
）

勉
学
中
の
弟
へ

汝
が
行
手
さ
へ
ぎ
り
病
み
て
五
月
憂
し

（同
三
十
年
）
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血
を
喀
け
ば
勿
忘
草
の
瑠
璃
か
す
む

か
な
か
な
や
死
へ
刻
々
と
友
眠
る

秋
祭
き
こ
え
て
誰
も
黙
し
臥
す

帰
燕
け
ふ
窓
掛
ひ
ら
く
日
の
つ
づ
き

「二
年
に
余
る
暗
室
生
活
か
ら
や
っ
と
解
放
さ
れ
た
。
秋
の
空

が
湖
の
よ
う
に
美
し
か
っ
た
」
『自
註

古
賀
ま
り
子
集
』よ
り
。

参
考

今
年
ま
た
臥
し
て
祭
を
遠
く
き
き
ぬ

小
山
寒
子

玉
の
緒
の
絶
え
な
ば
ゆ
か
ん
方
お
ぼ
ろ

植
山
露
子

「紅
梅
」昭
和
二
十
八
年

二
十
九
歳

紅
梅
や
病
臥
に
果
つ
る
二
十
代

病
中
、
何
故
生
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
苦
し
み
、
一
つ
の

深
い
渦
の
中
で
踠
い
た
思
い
。
悲
し
い
つ
ら
い
事
ば
か
り
な
ら
、

与
え
ら
れ
た
ひ
と
時
ひ
と
時
を
歓
び
と
し
よ
う
と
し
た
可
憐
な

思
い
。
ど
の
よ
う
な
明
日
が
待
っ
て
い
よ
う
と
も
、
今
の
ひ
と
時

を
愛
し
て
逆
ら
わ
ず
に
生
命
の
限
り
、
生
き
て
生
き
て
、
生
き

の
び
よ
う
と
し
た
強
い
思
い
。
私
丈
に
与
え
ら
れ
た
私
だ
け
の

人
生
な
ら
、
死
ん
で
は
な
ら
な
い
時
に
死
ぬ
ま
い
と
し
た
思
い
。

顧
み
れ
ば
、
一
齣
一
齣
己
れ
愛
し
い
事
ば
か
り
で
す
。

『洗
禮
』
「後
記
」よ
り
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花
の
夕
皆
臥
す
い
の
ち
愛
し
み
つ

緑
立
つ
日
々
を
癒
え
た
し
母
の
た
め

風
の
罌
粟
か
が
や
く
見
つ
つ
食
す
す
む

か
な
か
な
に
送
る
病
舎
の
は
づ
れ
ま
で

師
走
わ
が
母
が
手
術
の
金
つ
く
る

枯
木
星
胸
に
砂
嚢
の
夜
が
な
が
し

壊
え
し
肺
と
り
安
ら
か
に
年
暮
る
る

「晩
涼
」
昭
和
二
十
九
年

三
十
歳

遺
す
べ
く
書
き
し
文
焼
く
蝶
の
昼

肺
と
り
し
胸
に
触
れ
つ
つ
さ
く
ら
散
る

清
拭
の
湯
に
足
浸
し
麗
ら
な
り

春
菊
の
香
や
癒
え
て
ゆ
く
朝
す
が
し

晩
涼
や
母
も
在
し
ま
す
祈
の
座

霜
の
柚
子
ひ
か
り
脱
力
感
し
る
き

「花
い
ち
ご
」
昭
和
三
十
年

三
十
一
歳

風
花
や
こ
こ
ろ
に
母
の
愛
と
も
る

花
い
ち
ご
母
よ
り
先
の
死
を
願
ふ

外
泊
許
可
、
入
院
よ
り
六
年
の
歳
月
流
る

障
子
白
く
爽
や
か
に
覚
め
わ
が
家
な
り

「さ
く
ら
散
る
」
昭
和
三
十
一
年

三
十
二
歳

さ
く
ら
散
る
安
死
願
ひ
し
日
は
遠
く
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退
院
、
白
き
羽
根
巷
ゆ
く
日
な
り
き

母
の
背
に
櫟
ほ
ぐ
れ
て
光
降
る

馴
れ
ぬ
職
お
ろ
お
ろ
と
萩
さ
か
り
過
ぐ

患
者
な
き
夜
を
盛
る
お
の
が
風
邪
薬

二
部

「運
河
の
ほ
と
り
」

「走
り
梅
雨
」
昭
和
三
十
二
年

三
十
三
歳

あ
た
た
か
き
夜
を
酔
ひ
戻
る
患
者
あ
り

青
あ
ら
し
蹠
白
く
工
夫
逝
き
ぬ

「日
焼
と
健
康
と
は
一
致
し
な
い
と
い
う
こ
と
を
知
っ
た
。

地
下
足
袋
を
は
い
て
い
た
足
の
裏
が
妙
に
白
か
っ
た
」

『自
註

古
賀
ま
り
子
集
』よ
り
。

死
ぬ
た
め
に
来
し
痢
者
迎
ふ
祭
の
夜

「行
き
倒
れ
患
者
の
衣
類
を
鋏
で
切
り
Ｄ
Ｄ
Ｔ
を
か
け
て

虱
退
治
。
着
替
え
を
さ
せ
て
、
若
い
看
護
婦
が
二
階
ま
で
背

負
っ
て
ゆ
く
。
私
は
感
動
の
余
り
、
口
も
き
け
な
か
っ
た
」

『自
註

古
賀
ま
り
子
集
』よ
り
。

港
湾
夫
逝
き
ぬ
運
河
に
蝶
舞
ふ
日

病
み
涯
の
屍
か
ろ
し
走
り
梅
雨

松
虫
草
癒
え
て
わ
が
立
つ
影
淡
し

足
袋
白
き
を
日
々
の
幸
と
し
年
果
つ
る
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「遠
き
辛
夷
」
昭
和
三
十
三
年

三
十
四
歳

癒
え
て
み
な
嫁
げ
り
遠
き
辛
夷
揺
れ

心
ま
づ
濡
れ
枯
園
の
雨
あ
た
た
か

（昭
和
三
十
四
年
）

生
き
が
た
く
生
き
し
身
愛
す
夜
の
緋
桃

（同
三
十
五
年
）

梅
雨
の
雷
愚
直
の
心
ず
ぶ
濡
れ
に
（同
三
十
七
年
）

さ
る
を
が
せ
霧
に
か
が
や
き
尾
根
明
く
る

患
者
み
な
故
な
く
す
さ
び
大
暑
来
ぬ

か
な
か
な
や
屍
に
着
せ
む
肌
着
縫
ふ

身
一
つ
の
入
院
迎
ふ
野
分
中

北
荒
び
死
よ
り
も
癒
ゆ
る
日
を
恐
る

こ
こ
ろ
寒
き
一
日
綿
虫
野
に
淡
し

「藤
淡
く
」
昭
和
三
十
四
年

三
十
五
歳

眉
寒
く
若
し
父
母
の
名
秘
め
て
死
す

半
衿
の
純
白
好
む
風
邪
の
あ
と

藤
淡
く
心
か
げ
ら
す
何
の
情

病
歴
が
生
涯
阻
む
青
あ
ら
し

人
夫
ら
の
癒
え
は
や
し
麦
熟
れ
そ
め
て

秋
暑
し
自
殺
死
が
待
つ
朝
の
事
務

虫
ほ
ろ
ぶ
夜
は
心
の
睡
り
欲
し

「蟻
の
町
」
昭
和
三
十
五
年

三
十
六
歳

聖
夜
し
づ
か
に
十
字
架
が
守
る
屑
部
落
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蟻
の
町
マ
リ
ア
北
原
姉
生
前
使
用
せ
し
部
屋

冬
日
棒
な
し
遺
愛
オ
ル
ガ
ン
は
今
も
歌
ひ

息
白
く
千
地
撰
る
手
の
み
な
生
き
て

「背
負
籠
貸
し
ま
す
」寒
風
が
裂
く
軒
低
き

瓦
礫
の
間
萌
え
て
は
た
め
く
子
の
襁
褓

土
手
萌
え
て
裾
か
ろ
く
立
つ
艀
妻

星
降
れ
り
輪
飾
白
く
艀
満
ち

（昭
和
三
十
六
年
）

艀
来
て
樹
下
に
濯
ぐ
も
立
夏
な
り

（同
三
十
六
年
）

艀
み
ち
寒
明
け
の
雨
い
さ
ぎ
よ
し

（同
三
十
八
年
）

お
ぼ
ろ
夜
の
過
労
崩
る
る
心
よ
り

芝
ざ
く
ら
癒
え
て
働
く
息
愛
す

稲
び
か
り
一
途
に
生
き
し
過
去
照
ら
す

笹
鳴
を
聞
き
捨
て
て
来
し
耳
さ
び
し

運
河
の
上
星
生
き
降
誕
祭
近
し

「風
花
」
昭
和
三
十
六
年

三
十
七
歳

屍
包
む
毛
布
一
枚
風
花
す

白
息
の
細
く
た
し
か
に
母
癒
え
ぬ

母
癒
え
ぬ
寒
の
厨
に
塩
光
り

風
み
ど
り
母
が
蕗
煮
る
時
か
け
て

母
健
か
日
の
渦
匂
ふ
キ
ャ
ベ
ツ
畑

母
と
子
の
祈
り
一
つ
に
門
火
澄
む

今
年
ま
た
母
と
生
き
つ
つ
菊
焚
き
ぬ

母
幾
年
琴
爪
は
め
ず
落
葉
降
る

隠
れ
飲
む
薬
き
ら
き
ら
土
用
照
り
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炎
天
の
一
人
と
な
り
て
自
負
ゆ
ら
ぐ

穂
草
た
け
血
液
銀
行
裏
か
わ
く

屋
台
の
灯
運
河
に
生
き
て
去
年
今
年

「春
疾
風
」
昭
和
三
十
七
年

三
十
八
歳

春
疾
風
花
の
如
く
に
屑
乾
く

悲
し
み
に
素
直
に
ひ
た
り
冬
な
が
し

梅
雨
の
雷
愚
直
の
心
ず
ぶ
濡
れ
に

乾
き
た
る
心
に
ひ
び
き
花
火
散
る

髪
解
け
ば
胸
ほ
ぐ
れ
ゆ
く
秋
ざ
く
ら

冬
青
空
髪
切
り
淡
き
思
ひ
断
つ

失
意
今
日
心
に
近
く
落
葉
降
る

病
め
ば
死
が
何
時
も
そ
び
ら
に
柳
散
る

歳
晩
の
屑
山
白
く
雨
そ
そ
ぐ

「春
雪
」
昭
和
三
十
八
年

三
十
九
歳

春
雪
に
出
づ
る
屍
奇
蹟
な
し

風
に
鳴
り
日
に
鳴
る
枯
葉
受
難
週

髪
の
根
に
沁
み
て
蜩
鳴
き
終
る

過
去
負
ひ
て
女
は
さ
び
し
鳳
仙
花

鶏
頭
の
露
冷
え
き
つ
て
人
と
ほ
し

祈
り
充
つ
心
の
内
外
露
光
り

日
雇
の
荷
よ
り
こ
ろ
げ
て
青
蜜
柑

甲
斐
駒
に
雪
来
て
畑
の
菊
刈
れ
り
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落
葉
松
の
散
る
や
炉
址
の
ぬ
く
も
り
て

望
郷
台
禱
と
な
り
て
穂
絮
と
ぶ

望
郷
台
子
も
立
つ
や
多
摩
し
ぐ
れ
つ
つ

15



「第
一
句
集
を
読
む―

師
系
を
超
え
て
（
８
）」

◆

第
2
回
講
師―

 

森
賀

ま
り

動
画
配
信
日

4
月
22
日
（
火
）

◆

第
3
回
講
師―

 

中
村

雅
樹

動
画
配
信
日

4
月
29
日
（
火
）

◆

第
4
回
講
師―

 

横
澤

放
川

動
画
配
信
日

5
月
6
日
（
火
）

令
和
7
年

春
季
俳
句
講
座

公
益
社
団
法
人

俳
人
協
会

◆

第
1
回
講
師―

 

山
西

雅
子

動
画
配
信
日

4
月
15
日
（
火
）
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